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１．はじめに

新自由主義改革とグローバル化が進行する中で、それまでのシステムのあ
り方が問われることになった。国家や公共的団体の規制のもとにおかれてい
た市場において、規制を緩和し自由化することにより、効率的なシステムを
形成できるといった見解が一世を風靡した。このグローバリゼーションと
新自由主義改革をめぐって、筆者は GCES（Global Capital Exchanges States）
構造論を提起し、GC主導の「制度同質化運動」としてグローバリゼーショ
ンをとらえ、GCと Sの対抗関係の展開と、中心・周辺（k－π関係）のもと
で弱体化する周辺部 Sから「退出」する BCPの流動化が、GCES構造の再
編をもたらしているとした。その際、市場経済再編の動因が市場における「制
度設定者のレント」をめぐる闘争によるとの議論を提起してきた。
本稿は、これまでの議論を整理しつつ、市場における「制度設定者レント」

をめぐる闘争（対立と協商）について、さらに検討を進めるための考察を行
うことを目的としている。これまでの方式を踏襲し、いくつかの命題として
論点を整理していくことにしよう。
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２．市場という制度における「制度設定者のレント」再論

市場においては、自由競争が行われるためレントは発生しないというのが
通説であった。
しかし、アダム・スミスが敢えて「見えざる手」と表現したように、不可

視ではありながら「手」は存在する、とういうのが本稿の主張である。
市場という制度の設定においては、自然発生的なものから取引所のような

ものまで、一対一からグローバルな取引まで多様であり、それぞれの場に「市
場」は存在するが、特定の主体が取り扱う商品を定義し、交換手段としての
通貨を決定し、市場における取引の手続きを決めることで市場は制度化され
る。アダム・スミスが驚いて見せたのは、制度化された市場内では、強制力
を働かせなくとも需要と供給の間で価格と数量が決定されていくという点で
あった。経済学では、すでに設定された市場の下での価格決定のありかたが
議論の対象とされてきたが、新自由主義改革とグローバル化は、従来の制度
的前提そのものを破壊することになった。なぜなら、情報商品のような従来
の商品の定義にあてはまらない商品がうまれ、そのもとで新たな市場が設定
され、また、グローバル化のもとで、異なる市場規定により制度設定者間の
闘争（対立と協商）が生ずることにより、誰がどのように市場を設定してい
るのかということを問うことなしに、市場内の価格決定だけを問題にするこ
との意味が問われることにもなったからである。そして、市場設定における
自由放任は、市場を定義し市場を設定すること自体に創業者利益が生じる場
合があることを明らかにしたのであり、このことは、翻って省みれば、既存
の制度としての市場にも、制度設定者の存在が前提されることを明らかにし
たからである。

（１）「制度設定者のレント」をめぐって

命題
「市場制度設定者のレントの源泉は市場参加者からの手数料に帰着する。」

これが、市場という制度における制度設定者のレントの源泉である。この
ことは、同時に次のような内容を含むことになる。市場とは、交換関係に内
在する非和解性を、マルクスの言う貨幣物神のもとで、和解的な交換関係に
転換する「場」である。制度として市場を設定する者は、市場への参加者か
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ら手数料を受け取るが、それは市場利用者が、和解的交換関係の場において、
個別的で分散的な取引を、集約し集積した場として利用できることへの支払
である。一国内市場は、多くの場合、国家的統治の内部に置かれてしまうが、
国際的市場形成においては、制度としての市場を設定する中心国の役割が重
要になる。このことは、別の場で論じるので、ここでは次の三点を指摘する
にとどめよう。
第一に、市場制度設定者は、その市場の創業者であること。第二に、市場

が自由な拡張性のもとにある場合には、自由な参入・退出を保証する自由主
義こそが、創業者の落掌する手数料としてのレントを増加させる。第三に、
市場を自由な拡張性のもとにおくことで「世界市場が創出」され、発生する
レントは累積的に増加する。その際、市場制度の設定者は、市場内の価格決
定を放任し、自由な価格決定にもとづく市場拡大を通じて、世界市場の「全
体知」を獲得することが可能になる。

（２）景気循環と市場制度設定者のレント

命題
「市場における『全体知』に接近することで、市場の制度設定者は、市場の
変動に関する先見性を獲得する可能性をもつ。」

市場制度設定者がプレイヤーとして市場行動をとらなくとも、市場の変動
に対して常に「全体知」を働かせている。その知識は、制度設定者としての
長期にわたる市場変動の歴史的経験から導かれたものであるが、制度設定者
のもつ非対称的情報量の、市場参加者に対する優位性が、景気循環における
市場の拡大・収縮のプロセスにおける危機の深まりを軽減する可能性をひろ
げる。

（３）市場制度の新たな試み

命題
「市場制度設定者の『全体知』における優位性を市場参加者が分有することで、
情報の非対称性に基づく不平等を克服することが可能になる。」

世界経済における「中心・周辺関係（k－π関係）」の基底にあるのは、中
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心国による市場制度の設定における優位性であり、市場制度設定者が取得す
るレントの帰着の歪みにある。市場制度の設定者は多くの場合、世界経済の
中心国に存在し、自らはプレイヤーにならなくとも、中心部の市場参加者が
フォロワーとして二次的レントを周辺部で獲得することを助けることで、同
質の市場を拡大し、自らのレントを拡大する。
このような非対称的な市場構造を是正するには、情報の非対称性に基づく

制度設定者のレントを市場参加者に分有するシステムを、世界的市場におい
て創出する必要がある。あらゆる市場参加者における「全体知」の分有こそが、
市場参加者における不平等を克服するための新たな試みにほかならない。

３． 小　括 ―市場における「制度設定者のレント」共有と「人
倫の経済」の可能性

新自由主義改革とグローバル化が進行するなかで、GCES構造が析出され、
市場制度の相対化が進むなかで、市場という制度の「制度設定者のレント」
をめぐって繰り広げられる「リヴァイアサン的闘争（対立と協商）」と、そ
こから疎外されている多数者の存在が、この世界の存立にかかわる根源的な
問題であることが明らかになりつつある。あらゆる市場参加者が、市場とい
う制度の制度設定者と同等の「全体知」を獲得し、市場諸力に身を任せるの
でなく、自立的主体として市場に参加することで、はじめて市場における不
平等性は克服され、人倫の経済の構築に一歩近づくことが可能となる。

本稿は、これまでの「研究ノート」における「制度設定者のレント」をめ
ぐる諸論考の「小括」をなすものなので、細かい注は省略した。（2018年 9月記）
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